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行 政 視 察 報 告 書

令不日7年 5月 23日

長浜市議会議長 高山 亨 様

長浜市議会議員

"

私が出席 した次の行政視察の結果について報告 します。

1.視察等名  福井市 。川越市 行政視察
2.視察期間  令和 7年 5月 20日 (火)～ 5月 21日 (水 )
3.視察場所及び目的
①  福井県福井市 ・ 小学校と公民館の†く反合化について
②  埼玉県川越市 ・ 観光振興について

4.調査内容感想等

。視察の目的

福井市―・老朽化 と耐震性の問題があり、建て替えや移転の必要性があつた公民

館を老朽化と児童数の減少により余祢教室が生 じていた小学校内に移転 した複

合施設の効 を学ぶため∩

方
井
、
＼オ寸

記

川繊市 …・祁 、か 兆i斤 く、『 ′卜迫:戸朝 澄 ば 加ノて るヽ川繊市が籍,光 察 の ピヤ リ ― ト

率や宿泊、買彰ヽ物価粽力あげるために の 止 う澄縮策 ″行 ってお 兆ねッるか 力学

ぶためハ
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。視察の内容
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たヽだい福井市 …・実 とこ‖百化′卜学校 たノム`民館が っ て し入 るヽ流設 を 見学 させてし

ァ|、学構 、公 ル 撃、に 都 届 カミ同 ルい う >幸、あ り、じ るでの調啓 lまスム

―ズに進んだそ うハ学構 P業日係者、保誇 ユ・

“

域倖 民に対 しては何 や、諦1明会を

開催され、†く笈合化ありきではないかという指摘にもさまざまな手法を示し、栓

討を行い合意に不ったハ

学糖イ印|か ら,―よ示 寒 考 オFガ 防 万「 ,面で の不の 多 吉 カミ|‖ が、乙 うみ ノカ スゝフの 出 入

り口に防犯カ メラを設置、事務所か ら ′身ない出入り口はインタ―ホンをによ

る確認電 での開閉ぉ公民館 と ルの往来には仕切 り扉の開鉾管理ハ

の い の

室や調チ甲室の士 用銘 分 tこよ r)カ ノミ‐―ハ

音楽室や調 室等、痢1用瓶庁が多 くなセヽ流譜力共用ルする ≧で、維持 管チ甲が

しやすくなってい 支た、呪董 と地域の人との交流 としては小学校の書道の

授業に地域の人が入っておられるとのことで、地域の人が学校に くのは少 し

ハ ―ヽドルが高しヽよ うで、時 F同月をかけて 狩ナ曽や していきたいと われていた。

公 民館 の舘岳 が lll百イヒァI韓構で構岳力さ ヽ́ ヰ、、ナ

“

城 》学校 の′て のセ 撃 ギ符 ル 1ン

て i商イ千では冷セヽ か ,′ 咸 lL

川繊市 ―・籍 ,
客 の 本涌手蟄ι主鉄消和1用 %、 白実 用童 は 40 9ム ^者

―
カ式50

日掃 り客が 91. 6%、  宿 γ白客が 8. 4 %^ 都 ,「卜か
'っ

折 セヽ こ 滋 くの 人が言方

れ るが、宿 につオk｀が あ漆い たい う側 幸、力) た^コ ロナ渦以前のつ 観 斗客教 に

戻 りつつあるが、外国 人観,光客が大幅に指 身てい るこ≧で課題 モぅ る^オーバ

―ツー リズム針策 》 lプて、昨年度は当 予算、補正予算合わせて 15. 000

千円が計上されて彰 デヽとハ

の てスマー ゴ の

や、猶路の l政漁 出 1ンや 処理 ′た`結 断 升防 す るナ
‐め マナー啓率 動 の イ乍 [古と、素置耳の

光客分散化のためのイベ ン トの企画等∩

。行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

福井市中0当 で
`よ

支ちづ くリセンター 整備 されたが、今後 さまボ主オk｀流設が

ルが予撫 ぷねノ 六
=ボ
支オに`手浅 々椒 庁 iン て  新 1ノ ぐ孝木7〒ィ陀や縮 で 砦 て
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ハ コモ ノカ作 る以外 の手段 力給討 1プてヤヽ でメ蓼がある >考身るハ

その中で、 としヽ う人々の中心の流 が活 用 された実例は今後の家考 にか る

と考える∩

80 つ ヽ

ヰぅの来場者が訪れ 山草が出て 指定重要無形文化財に 定されている。毎

の の い レ ン ル ゝ

きてさまざま′k海待サー ビスが受けら るそ うハ着物犀同士が協 lノて感 り上

げておられるそ うなので、当市で マゝ民 導 でで き る とがあるの は 涯感 じたぉ

川繊市の調 で ,■ リピ――卜率が〒事ぐ 7 う
八 ^ 4 同 以 卜の リピー タ― が 40 %ル

のこルだった 『 =
葉々い』 》黒って章、ハ身る什林 tサが球喜だ澄咸 lL
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